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序

本報告書は、1989年度に実施した八ケ岳広域農道建設に伴う中込遺跡の発掘調査の結果をま

とめたものであります。

本遺跡の所在する山梨県北巨摩郡長坂町は、八ケ岳南麓に位置しますが、八ケ岳は、山梨・長

野両県にまたがり南北に長く連なる火山で、第四紀更新世の初期に活動を開始した、比較的古

い火山であり山麓一帯には、先土器時代以来の遺跡が数多く分布し、遺跡の宝庫として知られ

ておりますが、ここの山麓一帯の開発事業も近年とみに増加しております。圃場整備事業、ゴ

ルフ場・別荘分譲地などのリゾート開発事業など大規模なものがあります。八ケ岳広域農道も

その一つで、小淵沢町から長坂町、大泉村を経て須玉町に至る長大な計画であります。当埋蔵

文化財センターでは、1986年度と1988年度に国庫補助事業として試掘調査及び分布調査を行

い、八ケ岳広域農道予定地内の遺跡分布の確認作業を進めてまいりました。また、1987年度に

は須玉町西川遺跡、1988年度には高根町妻ノ神遺跡の発掘調査を、八ケ岳広域農道建設工事に

先立って行ってまいりました。

中込遺跡は、1988年度の試掘調査で確認された遺跡であります。東西を流れ山に挟まれた狭

小な河岸段丘上の遺跡ではありますが、本県最古の土器となります、縄文時代草創期の爪形文

土器をはじめ、縄文時代早期末の絡条体圧痕文土器など、これまで県内であまり発見例のない

資料を得ることができました。また、遺構の発見こそできませんでしたが、土器や石器の分布

状況の分析から、縄文時代早期末や中期の生活の一端を垣間見ることができました。縄文時代

の生活は、住居杜の集中する集落杜において完結するものではなく、本遺跡のような遺跡をも

含んだ構造をもつものとの理解を示すことができました。こうした成果が、今後の縄文時代研

究の一助となれば幸甚です。

末筆ながら、種々ご指導。ご協力を賜わった関係機関各位、並びに直接調査に当たられた方

々に厚く御礼申し上げます。

1990年３月

山梨県埋蔵文化財センター

所長磯貝正義
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本書は、山梨県北巨摩郡長坂町大井ケ森字中込に所在する中込（なかごみ）遺跡の報告書

である。

本調査は、八ケ岳広域農道の建設工事にともなうもので、山梨県農務部の負担金と文化庁

の国庫補助金をうけて、山梨県教育委員会が実施したものである。

発掘調査および出土品の整理は、山梨県埋蔵文化財センターが行った。

本書の編集は浅利司が行なった。執筆は第２章および第５章１節を浅利が、その外は保坂

康夫が行った。なお、付編の分析および執筆は河西学氏（帝京大学山梨文化財研究所）に

お願いした。

石器の石材鑑定は、河西学氏にお願いした。

出土品および図面、写真は、山梨県埋蔵文化財センターが保管している。

発掘調査から報告書作成にいたる過程で、次の方々から特に多大なご協力をいただいた。

心より謝意を表する。（敬称略）

小林達雄（国学院大学教授)、可児通宏（東京都埋蔵文化財センター)、谷口康浩（国学院

大学助手)、桜井真貴（長坂町教育委員会)、長島広一（大井ケ森区長)、板山正夫（長坂

町文化財審議会委員)、矢島正純（峡北土地改良事務所)、水地英之（峡北土地改良事務所)、

河西学（帝京大学山梨文化財研究所）
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第１ 章 調査の経過と組織

第１節調査経過

本遺跡発掘調査の原因となった八ケ岳広域農道は、昭和60年度から具体化してきたが、県

教育委員会では、昭和61年度から分布調査、試掘調査、発掘調査を行ってきた。昭和61年度と

昭和63年度に、八ケ岳東南麓他遺跡分布調査事業として文化庁の補助金を受け、試掘調査と分

布調査を行った厚)これらの調査で､昭和61年度に7カ所､昭和63年度に4カ所の試掘調査を行
い､合計5カ所の遺跡が確認された｡このうち､昭和62年度に須玉町西川遺跡厚)昭和63年度に
高根町妻ノ神遺跡(3)の本調査を実施した。本遺跡は、昭和63年度の試掘調査で確認された。調
査面積は、９７０㎡・調査費用は、文化庁と農林水産省との覚書に基づいて算出し、平成元年度

当初予算に計上した。

本遺跡の調査経過は、次のとおりである。平成元年４月に発掘通知を文化庁長官に提出。同

年６月５日に発掘調査に着手◎同年７月26日に発掘調査終了。同年11月に、長坂警察署長に埋

蔵文化財の発見通知を提出。同年12月に整理作業に入った。

調査主体

調査機関

調査担当者

作業員

整理作業員

協力機関

第２節調査組織

山梨県教育委員会

山梨県埋蔵文化財センター

保坂康夫、浅利司

相良きく子、清水つね子、清水あつ子、清水里代、清水明夫、清水郁江、板山

すず子、葉山玉子、小沢福子、小沢三七子、小沢みずえ、日向一子、滝田武子、

平嶋弘子、八巻久子、八巻栄、野口キヨ子、内堀つる子

宇野富貴子、竜沢徳子、柏木まつ江、小林敬子、江川勝子、矢崎米子、長田美

和子、小林としみ、長田明美、小林よ志子、石原はつ子、伊林佳子、田中弘子

長坂町教育委員会
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第２章遺跡の立地と周辺の遺跡

第１節遣跡の立地

中込遺跡は、長野県との県境に近い八ケ岳南麓の、山梨県北巨摩郡長坂町大井ケ森字中込に

位置する。標高は約９００ｍである。この付近には、八ケ岳のなだらかな裾野が広がり、落葉松

を中心とする広大な森林がこれを覆っている。近年は別荘等の建設が多い。このなだらかな地形

1.中込遺跡２.手白尾遺跡３.篠八田遺跡４.上フノリ平北遺跡５.上フノリ平遺跡６.上フノリ平西遺跡

7.上フノリ平南遺跡８.小野遺跡９.神田遺跡１０.西三蔵主遺跡１１.柳沢北遺跡１２.柳沢南遺跡１３.広面北

遺跡１４.夫婦石遺跡１５.横山１遺跡１６.横山２遺跡１７.横山平遺跡１８.葛原北遺跡19.下フノリ平遺跡

20.東下屋敷遺跡２１.葛原遺跡２２.西下屋敷遺跡２３.新田森遺跡２４.西下屋敷南遺跡２５.越中久保遺跡

26.菅沼遺跡２７.沢入遺跡２８.牛久保遺跡２９.椛屋敷北遺跡３０.椛屋敷遺跡３１.横手遺跡３２.横針遺跡

33.米山遺跡

第11図中込遺跡位置および周辺遺跡分布図

（国土地理院発行１／25000地形図小淵沢図幅使用）
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